
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
の
成
立
に
つ
い
て

青
　
　
木

目
　
　
次

一
、
問
題
の
所
在
－
－
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
フ
　
（
経
）
」
と
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
　
－

二
、
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
　
の
原
義

三
、
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
の
出
自

四
、
ま
と
め

一
、
問
題
の
所
在
－
　
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
フ
（
経
）
」
と
「
オ
ク
ル
（
送
）
」
　
－

周
知
の
如
く
、
『
将
門
記
』
に
は
、
院
政
初
期
書
写
の
古
写
本
と
し
て
、
真
福
寺
蔵
の
承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
）
書
写
本
と
、
楊
守
敬
旧
蔵

（1）

の
院
政
初
期
書
写
本
と
の
二
本
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
『
将
門
記
』
古
写
本
二
本
の
同
一
本
文
部
分
に
お
い
て
、
次
の
如
く
、
〝
時
間
の
経

（2）

過
″
を
表
す
「
フ
（
経
）
」
と
「
オ
ク
ル
（
送
）
」
と
が
対
応
し
て
い
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。

同
様
の
例
は
、
『
平
家
物
語
』
の
延
慶
本
と
覚
一
本
と
の
聞
、
ま
た
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
本
文
と
そ
の
出
典
文
献
（
『
俊
頼
髄
脳
』
）
と
の
畔
に

ツ
カ
ム
マ
テ

「
・
、
－
∴
㍉
±

l
∴

こ
ク
ノ
バ
ツ
カ
ウ
マ
ツ
テ
、
シ
ノ
ニ
ー
励
多

然
後
．
燕
丹
請
暇
．
蹄
古
郷
．
（
真
福
寺
本
『
将
門
記
』
欄
）

b

r

ニ

　

　

　

　

　

コ

フ

　

ヲ

　

カ

へ

ラ

ム

ト

　

キ

ウ

キ

ワ

ウ

ニ

年
一
然
後
・
燕
丹
・
請
三
暇
蹄
二
　
於
古
郷
　
（
楊
守
敬
本
『
将
門
記
』
墾

（3）

（4）

″
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
　
の
成
立
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

お
い
て
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

［
鍼
錮
踊
堅
持
…
…
は
絹
悠
縞
塁
上
鱒
絹
摘
鍔
本
一
拍
㌫
二
、
蘇
武
）

⑤
然
テ
、
年
来
ヲ
経
ケ
ル
程
二
、
宮
ノ
内
こ
被
打
籠
了
徒
二
年
ヲ
線
可
女
御
、
員
数
有
ケ
リ
。
然
和
美
皇
御
覧
ズ
ル
事
差
融
㌢
天
皇
、
「
此
等

口
琴
ア
徒
二
年
ヲ
蛍
、
極
テ
糸
惜
∩
〓
∪
。
小
く
ヲ
バ
祖
ミ
ニ
返
シ
テ
男
こ
そ
嫁
げ
セ
ヨ
」
仰
七
給
テ
、
小
く
返
シ
給
け
二
『
今
昔
物
語

集
』
巻
第
十
、
第
八
）

⑥
さ
て
年
月
を
ふ
る
程
に
、
か
の
宮
の
内
に
う
ち
こ
め
ら
れ
て
い
た
づ
ら
に
年
を
過
副
女
、
こ
の
か
ず
あ
ま
り
つ
も
り
ぬ
れ
ば
、
い
と
ほ

し
、
我
を
た
の
み
て
い
た
づ
ら
に
年
を
魂
を
い
と
は
し
き
事
な
り
と
て
、
せ
う
く
を
ば
お
の
く
親
に
返
し
て
を
と
こ
を
も
せ
さ

せ
む
と
て
返
し
給
ひ
け
り
。
（
『
俊
頼
髄
脳
』
二
一
〇
頁
）

（
用
例
⑤
⑥
に
お
け
る
棒
線
部
分
と
点
線
部
分
と
は
、
文
脈
上
同
一
の
内
容
を
指
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
）

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
同
二
文
脈
に
お
い
て
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
フ
」
と
「
オ
ク
ル
」
と
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
両
者
（
「
フ
」
と
「
オ
ク
ル
」
）
は
、
少
な
く
と
も
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
文
脈
に
お
い
て
は
、
極
め
て
近
い
意
味
を
表
し
得

る
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
、
日
本
漢
詩
（
久
遠
寺
蔵
『
本
朝
文
粋
』
）
に
お
け
る
対
句
の
対
応
部
分
で
あ
っ
て
、
し
か
も
類
似
し
た
文
脈
に
お
い
て

（5）

「
フ
」
と
「
オ
ク
ル
」
と
が
用
い
ら
れ
た
用
例
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
例
も
、
右
の
こ
と
を
裏
付
け
る
三
の
傍
証
と

な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

に

ウ

ツ

ル

　

に

　

　

に

タ

マ

ノ

～

ル

　

に

　

　

　

に

」

　

を

　

　

　

ヲ

ク

ル

　

を

⑦
天
元
三
年
・
遷
大
蔵
丞
・
永
観
二
年
　
適
預
竿
爵
・
諸
－
司
之
間
・
脛
十
一
年
・
柴
－
爵
之
後
・
迭
十
三
年
．
（
久
遠
寺
蔵
『
本
朝
文
粋
』

巻
第
六
、
江
以
吉
、
烏
宮
道
義
行
中
安
房
能
登
淡
路
等
守
状
）

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
「
フ
」
と
「
オ
ク
ル
」
と
が
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
文
脈
に
お
い
て
、
極
め
て
近
い
意
味
を
表
し
得
る
用
語
で
あ



る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
次
に
、
奈
良
・
平
安
時
代
（
院
政
期
を
含
む
）
に
お
け
る
両
者
の
出
現
状
況
を
文
章
ジ
ャ
ン
ル
毎
に
見
て
み
る
と
、

（6）

次
の
表
①
か
ら
表
⑦
の
如
く
な
る
。
（
表
①
－
奈
良
時
代
語
文
献
、
表
②
～
⑦
－
平
安
時
代
語
文
献
）

（
表
②
）
和
歌

合

計

万 （上
代
歌
謡
）

（督
懐 風 R

［
古 法 （金

石
文
）

文

献

名

葉 丁楽
遺
文
）

風 土 本 事 華
集 藻 記 書

紀
記 義

疏

0q′H＿
2 18 3 27 1 00 44 7 4 フ

2 1 1
オ
ク
ル

合

計

新 千 詞 金 後 拾 後 古
文

献

名

古 載 花 葉 拾 遺 撰 今
今 口禾 H

H
イ芥H．

n
H

一不 遺 nH要作．
H日【

イ芥っ
□事爪作っ口寿 歌 歌 歌 ー＝H

一木
っ

歌 歌 歌
歌
集

集 集 集 歌
集

集 集 集

OnHu
nHH
u

3 05 63 21 61 05 54 56 43 フ

6 2 2 1 1
オ
ク
ル

〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
の
成
立
に
つ
い
て
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一
〇
二

（
表
③
）
物
語
・
日
記
・
随
筆

口寿 源 枕 落 宇 購 多 平 大 土 伊 竹

文

泉 氏 草 窪 津 蛤 武 中 口末
っ

左 勢 取
式 物 子 物 保 日 峯 物 物 ［ロ 物 物
部
日
記

五 琵 物
語

記 少
将
物
語

五 五 記 五 五口P 口ロ ロ口 口ロ nH 口ロ 献

名

8 391 6 7 nnu
01 93 7 01 81 01 32 5 フ

1 △1
オ
ク
ル

合

計

と 堤 大 栄 讃 狭 笠 浜 更 夜 紫
nソ 中 鏡 花 岐 衣 物 松 級 の 式

一ヽカ 納
＿＿

物
語

典
侍
日
記

物
語

語 中
納
言
物
語

日
＿

寝 部
へ
ば
や
物
語

看
物
語

記 覚 日
記

265 7 2 21 31 5 23 2 42 2 62 3

6 2 1 1



（
表
④
）
古
記
録

（
表
⑤
）
古
往
来

合

計

御
＿

帥
＿

水 春
＿

左
経
記

御 握 小 九 貞
文

献

名

‾条
師
通
記

記 左
記

記 堂
関
白
記

記 右
記

暦 信
公
記

151 9 4 4 81 42 1 41 86 9 フ

11 1 1 2 1 6
オ
ク
ル

合

計

釈 菅 東
山

高
山

和
泉

雲
州 文

献

名

丞
往 目玉

1
往 寺 往 往

来 往
来

来 本
古
往
来

来 来

9 1 1 5 2 フ

21 2 2 4 2 2
オ
ク
ル

″
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
　
の
成
立
に
つ
い
て

一
〇
三
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（
表
⑥
）
伝
記

（
表
⑦
）
漢
詩
文

合

計

後 拾 玉 法 日 将 続 浦

文拾 遺 造 華 本 日」P 浦 島
遺 往 小 験 往 記 島 子
往
生
伝

生
伝

町
壮
衰
書

記 雀
極
楽
記

子
伝

伝 ー献

名

421 21 23 66 7 4 3 フ

43 3 01 4 31 1 1 2
オ
ク
ル

合

計

本 朝 本 菅 菅 経 文 凌

文朝 野 朝 家 家 国 華 雲
続 群 文 後 文 集 秀 新
文
粋

載 粋 集 草 麗
集

集
献

名

27 4 33 91 1 01 4 1 フ

46 41 61 02 1 11 1 1
オ
ク
ル

（
注
記
）
一
、
「
フ
」
「
オ
ク
ル
」
共
に
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
用
例
の
み
を
対
象
と
し
て
、

表
を
作
成
し
た
。

一
、
漢
字
文
献
の
場
合
、
「
経
」
「
歴
」
「
蓬
」
字
を
「
フ
」
、
「
送
」
字
を
「
オ
ク
ル
」
と
し
て
（
7
）
用
例

を
採
取
し
、
数
値
を
示
し
た
。

一
、
「
枕
草
子
』
に
お
け
る
「
オ
ク
ル
」
の
一
例
は
、
本
文
に
問
題
の
存
す
る
箇
所
の
用
例
で
あ
る
（
8
）
。

こ
れ
ら
の
表
を
参
看
す
る
と
、
「
フ
」
と
「
オ
ク
ル
」
と
の
出
現
状
況
に
は
、
少
な
く
と
も
次
の
二
点
に
お
い
て
大
き
な
差
異
が
認
め
ら
れ

る
よ
う
で
あ
る
。

1
、
「
フ
」
は
、
奈
良
・
平
安
・
院
政
期
の
各
時
代
を
通
じ
て
一
般
に
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
オ
ク
ル
」
は
、
奈
良
時
代
に
お
い
て



は
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
ず
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
漸
く
、
比
較
的
広
い
範
囲
の
文
献
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
時
代
差
）
。

2
、
「
フ
」
は
、
さ
ほ
ど
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
偏
り
も
な
く
広
く
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
オ
ク
ル
」
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
も

和
文
資
料
に
は
な
お
見
出
し
難
く
、
漢
文
資
料
の
方
に
集
中
し
て
出
現
し
て
い
る
（
位
相
差
）
。

こ
の
よ
う
に
、
〝
時
間
の
経
過
〟
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
は
、
「
フ
」
に
比
べ
て
、
そ
の
出
現
状
況
に
著
し
い
偏
り
（
時
代
差
・
位
相
差
）
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
出
現
状
況
の
偏
り
は
、
「
オ
ク
ル
」
と
い
う
動
詞
が
有
し
て
い
る
性
質
（
意
味
的
・
文
体
的
特
徴
等
）
の
一
面
が
表
れ
た
結
果
で

あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
ふ
ま
え
、
「
オ
ク
ル
」
が
、
″
時
間
の
経
過
″
を
表
す
動
詞
と
し
て
ど
の
よ

う
な
性
質
を
有
し
て
い
る
か
と
い
う
点
を
追
求
し
て
み
た
い
と
思
う
。

二
、
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
（
送
）
」
の
原
義

一
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
″
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
は
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
は
通
例
見
出
し
難
い
用
語
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
オ
ク
ル
」
と
い
う
動
詞
に
は
、
″
出
立
す
る
人
に
付
き
添
っ
て
行
く
、
ま
た
は
見
送
る
″
と
い
っ
た
意
味
を
表
す

も
の
も
一
方
で
存
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
万
葉
集
』
な
ど
に
、
次
の
如
く
見
出
さ
れ
る
。

あ

　

だ

⑧
草
枕
放
行
く
君
を
荒
津
ま
で
謝
り
l
そ
来
ぬ
る
（
遠
来
）
飽
き
足
ら
ね
こ
そ
（
『
万
葉
集
』
巻
第
十
二
、
三
≡
六
）

わ

ぎ

も

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

ろ

た

へ

　

　

ひ

⑨
吾
妹
子
が
わ
れ
を
魂
副
と
（
吾
呼
送
跡
）
白
樽
の
袖
漬
つ
ま
で
に
泣
き
し
恩
は
ゆ
（
『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
、
二
五
一
八
）

本
項
で
は
、
こ
う
い
っ
た
意
味
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
（
A
類
と
す
る
）
と
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
（
B
類
と
す
る
）
と
が
、
何
ら

か
の
関
係
を
有
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
有
し
て
い
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
お
い
て
は
、
A
頬
の
「
オ
ク
ル
」
と
B
類
の
「
オ
ク
ル
」
と
は
同
一
の
項
目
に
掲
出
し
て
い
る
が
、
前
者
を

違
間
の
経
過
〟
を
表
す
「
オ
ク
ル
（
送
）
」
の
成
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
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研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

〝
行
く
人
に
付
き
添
っ
て
行
く
″
意
、
後
者
を
〝
時
を
過
ご
す
″
意
と
し
て
お
り
、
別
々
の
意
味
項
目
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

⑩
く
O
C
u
r
i
l
J
r
u
－
〉
u
t
t
a
∴
ご
ご
こ
き
ー
ヾ
叫
（
渥
這
一
山
r
．
∪
汁
）
J
〈
遠
予
亜
竿
蒜
．
担
く
O
n
u
0
3
C
u
r
u
．
（
画
畢
渥
聖
「
固
執
符
禦

ぐ
レ
か
．
担
T
O
g
a
u
O
く
O
C
u
r
u
．
（
聾
帝
振
聖
潮
睾
符
茸
ヰ
か
J
A
〝
蹄
ぐ
レ
畔
ヰ
か
．
障
沖
汁
．
奇
人
＞
符
在
価
額
J
ベ
却
八
．
垂
．
F
i
t
O
u
O

く
O
C
u
r
u
，
（
＞
郎
渥
彿
）
　
日
韓
汁
）
　
椒
苺
Ⅳ
皆
咄
栄
作
皆
畔
緑
か
．
垂
．
Z
a
舛
六
㌢
○
く
O
C
u
r
u
．
（
叢
雷
付
録
か
）
軸
（
S
a
c
a
n
a
s
）
　
け
魂
廿
日

遺
苺
帝
緑
か
．
担
F
u
m
i
u
O
　
く
O
C
u
r
u
．
（
河
畔
裾
か
「
咄
弟
畔
振
J
云
五
品
．
田
仲
汁
．
腫
判
ヰ
か
．
純
音
㌣
制
札
畔
奇
相
山
．
声

だ
g
a
i
u
O
く
O
C
u
r
u
．
（
測
璃
畔
緑
空
測
事
や
厘
郵
叫
や
▼
　
墜
抒
畢
∵
脚
力
早
耳
沖
4
割
涙
声
耳
触
辣
J
ベ
奇
人
．
担
沖
汁
｝
　
昂
畔
箇
叛

恒
．
担
T
O
鼠
t
の
u
q
i
こ
i
u
O
く
O
C
u
r
u
．
（
令
．
加
－
Ⅲ
碑
裾
か
）
部
：
P
 
m
芸
道
笛
耳
．
※
－
）
　
r
u
什
酎
か
み
触
伊
〈
p

（
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
m
l
）

さ
て
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
見
出
し
得
た
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
の
初
出
例
は
、
『
懐
風
藻
』
に
認
め
ら
れ
た
次
の
用
例

で
あ
る
。

⑪
紳
居
深
亦
静
。
勝
地
寂
復
幽
。
雲
雀
三
舟
谷
。
電
開
八
石
洲
。
葉
責
初
謝
夏
。
桂
白
早
迎
秋
。
今
日
夢
沸
上
。
遣
響
千
年
流
。
（
『
懐
風
藻
』

正
五
位
下
国
書
頭
吉
田
連
宜
。
二
首
。
五
言
。
従
駕
吉
野
宮
。
一
首
。
）

こ
の
例
で
は
、
「
葉
黄
初
速
夏
」
と
「
桂
白
早
迎
秋
」
と
が
対
句
を
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
「
送
夏
」
に
対
し
て
は
「
迎

秋
」
が
対
応
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
迭
（
オ
ク
ル
）
」
と
「
迎
（
ム
カ
フ
）
」
と
が
対
に
な
っ
て
い
る
（
つ
ま
り
、
「
迭
（
オ
ク

ル
）
」
と
「
迎
（
ム
カ
フ
）
」
と
が
対
義
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
）
　
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
場
合
の
「
送
夏
」
と
は
、
〝
夏
と

い
う
季
節
を
過
ご
す
″
と
い
う
意
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
〝
夏
と
い
う
季
節
が
去
り
行
く
の
を
見
送
る
″
と
い
う
意
を
表
し

て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
用
例
の
場
合
、
「
送
夏
」
と
い
う
表
現
全
体
と
し
て
は
、
〝
夏
の
経
過
″
を
表
し
て
い
る
も
の
の
、
「
迭
（
オ
ク
ル
）
」
と
い

う
動
詞
自
体
は
、
A
類
の
意
味
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
類
例
は
、
以
後
の
文
献
に
お
い
て
も
、
次
の
如
く
な
お
見



出
さ
れ
る
。

⑫
か
ぞ
ふ
れ
ば
わ
が
身
に
つ
も
る
年
月
を
功
引
惑
お
と
な
に
い
そ
ぐ
ら
ん
（
『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
四
・
冬
・
二
六
一
）

⑬
ゆ
ふ
ひ
さ
す
す
そ
の
の
す
す
き
か
た
よ
り
に
射
れ
ぐ
や
あ
き
を
滅
く
l
副
な
る
ら
ん
（
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
第
五
秋
下
・
三
七
一
）

引
　
ヤ
，
：
㌫
．

⑭
旬
月
早
速
時
剋
稽
迎
　
（
高
野
山
西
南
院
蔵
『
和
泉
往
来
』
堕

レ

ケ

ハ

ノ

ヲ

　

　

ヒ

ノ

　

　

ウ

ソ

フ

タ

ト

ハ

ノ

ヲ

　

　

ク

　

　

　

　

ト

　

ナ

ケ

キ

ヒ

　

　

　

　

　

　

レ

⑮
厭
間
島
喧
．
則
疑
例
敵
之
噴
．
見
草
動
．
則
驚
注
入
之
乗
．
乍
嵯
．
運
多
月
．
乍
菱
．
温
数
日
．
（
真
福
寺
本
『
将
門
記
』
型

⑯
圏
春
薔
林
珊
瑚
色
。
迎
夏
巌
苔
飛
瑠
斑
。
避
景
追
風
長
松
下
。
提
琴
抵
署
老
梧
間
。
（
『
文
華
秀
麗
集
』
夏
日
左
大
将
軍
藤
原
朝
臣
開
院
納
涼
。

探
得
閑
字
。
應
製
。
）

⑰
春
速
客
行
客
薗
春
　
傷
懐
四
十
二
年
人
（
『
菅
家
文
革
』
巻
第
三
・
輿
中
途
迭
レ
春
）

用
例
⑭
⑯
は
、
先
掲
の
『
懐
風
藻
』
　
の
用
例
（
⑪
）
　
の
場
合
と
同
様
の
考
え
方
が
成
り
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
用
例
⑫
は
、
「
迎
ふ
」
と
い
う
動
詞
を
後
部
要
素
に
持
つ
い
わ
ゆ
る
複
合
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
で
あ
り
、
そ
の
意
味
内

容
と
し
て
は
″
年
月
が
去
り
行
く
の
を
見
送
り
、
や
っ
て
く
る
の
を
迎
え
る
″
の
如
く
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
場
合
も
、
や

は
り
、
用
例
⑪
と
同
様
の
考
え
方
が
成
り
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

用
例
⑬
は
、
「
ま
ね
く
」
と
「
お
く
る
」
と
が
意
味
的
に
対
比
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
の
歌
意
と
し
て
は
、
〝
秋
の
碁

の
夕
碁
に
染
ま
る
す
す
き
が
ひ
た
す
ら
に
招
い
て
い
る
こ
と
よ
、
惜
し
み
な
が
ら
秋
を
見
送
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
″
の
如
く
解
釈
さ
れ
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
「
オ
ク
ル
」
と
い
う
動
詞
自
体
は
、
A
類
の
意
味
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

用
例
⑮
は
、
「
ム
カ
フ
」
と
対
を
成
し
て
い
る
用
例
⑪
⑭
⑯
の
場
合
ほ
ど
、
明
確
に
判
別
で
き
る
例
で
は
な
い
が
、
「
運
（
ハ
コ
ブ
）
」
と
「
迭

（
オ
ク
ル
）
」
と
が
類
義
の
関
係
と
し
て
対
を
成
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
オ
ク
ル
」
自
体
は
、
や
は
り
、
A
類
の
意
味
を
担
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

用
例
⑰
は
、
「
春
」
が
「
客
」
を
「
迭
（
オ
ク
ル
）
」
の
と
同
時
に
「
客
」
も
「
春
」
を
「
送
（
オ
ク
ル
）
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

″
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
　
の
成
立
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
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研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

ら
二
つ
の
「
送
（
オ
ク
ル
）
」
は
、
同
一
の
意
味
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
「
迭
春
」
の
場
合
も
、
「
迭
客
」
と
同
様
、
A

類
の
意
味
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
の
用
例
は
、
要
す
る
に
、
〝
人
が
出
立
す
る
の
を
見
送
る
″
意
を
表
す
A
類
の
「
オ
ク
ル
」
を
、
主
体
を
〝
時
間
″
に
置
き
換
え
て
用

い
る
こ
と
に
よ
り
、
″
時
間
が
去
り
行
く
の
を
見
送
る
″
と
い
っ
た
い
わ
ば
比
喩
（
擬
人
法
）
的
な
意
味
で
、
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
し
て
い
る
も

の
と
解
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
B
類
の
「
オ
ク
ル
」
は
、
元
来
、
A
類
の
「
オ
ク
ル
」
の
比
喩
的
用
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
意
味
で
、
両
者
は
、
本
来
的
に
は
同
一
の
動
詞
で
あ
っ
た
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
オ
ク
ル
」
と
い
う
動
詞
自
体
に

〝
時
を
過
ご
す
″
と
い
う
意
味
が
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
後
世
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
は
そ
の
よ
う
な
意

味
は
存
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
「
オ
ク
ル
」
と
い
う
動
詞
自
体
に
〝
時
を
過
ご
す
″
と
い
う
意
味
が
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（9）

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
そ
の
意
味
と
判
別
で
き
る
用
例
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、
確
か
な
こ
と
は
述
べ
得
な
い
。
た
だ
し
、

本
稿
の
冒
頭
に
掲
げ
た
楊
守
敬
旧
蔵
本
『
将
門
記
』
　
の
用
例
（
②
）
な
ど
は
、
当
時
「
フ
（
経
）
」
と
置
換
可
能
で
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
点

な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
「
オ
ク
ル
」
自
体
が
″
時
を
過
ご
す
″
と
い
う
意
味
を
表
し
た
用
例
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

だ
と
す
れ
ば
、
院
政
期
に
は
す
で
に
、
そ
の
意
味
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

三
、
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
（
送
）
」
の
出
自

二
で
の
検
討
に
よ
り
、
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
（
B
類
）
は
、
〝
人
が
出
立
す
る
の
を
見
送
る
″
と
い
っ
た
意
味
を
有
す
る
「
オ

ク
ル
」
（
A
類
）
の
比
喩
（
擬
人
法
）
的
用
法
（
〝
時
が
去
り
行
く
の
を
見
送
る
″
）
、
も
し
く
は
、
そ
れ
が
意
味
変
化
し
た
結
果
生
じ
た
派
生
義
（
〝
時

を
過
ご
す
″
）
と
し
て
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
A
類
の
「
オ
ク
ル
」
が
先
ず
存
在
し
、
後
に
、
B
類
の
「
オ



ク
ル
」
が
そ
こ
か
ら
派
生
的
に
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
一
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
〝
時
間
の
経
過
〟
を
表
す
「
オ
ケ
ル
」
（
A
類
の
「
オ
ク
ル
」
の
比
喩
的
用
法
を
含
む
）
は
、
奈
良
時
代
に

お
い
て
は
通
例
見
出
し
難
く
、
平
安
時
代
に
お
い
て
も
和
文
資
料
に
は
な
お
見
出
し
難
い
用
語
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
〝
時
間

の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
は
、
我
が
国
に
お
け
る
独
自
の
用
法
、
す
な
わ
ち
大
和
言
葉
と
し
て
本
来
的
に
存
在
し
て
い
た
用
法
で
あ
る

と
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
　
は
、
ど
こ
に
そ
の
出
自
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

今
、
こ
こ
に
、
こ
の
間
題
の
解
明
の
糸
口
と
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
興
味
深
い
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
用
例
は
、
『
源
氏

（10）

物
語
』
　
に
お
い
て
唯
一
見
出
さ
れ
る
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
　
の
例
で
あ
る
。

⑱
け
ふ
の
し
く
れ
つ
ね
よ
り
こ
と
に
の
と
か
な
る
を
あ
そ
ひ
な
と
す
さ
ま
し
き
か
た
に
て
い
と
つ
れ
ノ
＼
な
る
を
い
た
つ
ら
に
日
を
達
観
刹

た
は
ふ
れ
に
て
こ
れ
な
ん
よ
か
る
へ
き
と
て
碁
は
ん
め
し
い
て
～
御
碁
の
か
た
き
に
め
し
よ
す
（
『
源
氏
物
語
』
や
と
り
木
、
一
七
〇
四
⑩
）

こ
の
例
は
、
女
二
宮
の
婿
に
薫
を
と
考
え
て
い
る
今
上
が
、
そ
の
こ
と
を
薫
に
そ
れ
と
な
く
伝
え
る
機
会
を
得
よ
う
と
し
て
、
碁
の
相
手

を
薫
に
命
ず
る
詞
の
中
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
古
来
よ
り
『
自
民
文
集
』
の
一
節
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

（11）

き
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
室
町
時
代
の
『
源
氏
物
語
』
古
注
の
一
つ
で
あ
る
一
条
兼
良
の
『
花
鳥
徐
情
（
松
永
本
）
』
に
は
、
次
の

如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

⑩
女
二
宮
は
母
女
御
の
御
恩
の
お
り
ふ
し
な
れ
は
物
の
ね
な
と
は
す
さ
ま
し
く
に
あ
は
ぬ
ゆ
へ
に
御
碁
を
と
お
は
し
め
す
な
り
　
文
集
十

（
歴
　
　
　
　
　
　
　
　
（
棋
）
（
望

六
云
送
日
唯
有
洒
錆
日
不
過
琴
㌔
此
詩
の
心
を
と
り
て
い
た
つ
ら
に
日
を
を
く
る
こ
れ
な
ん
よ
か
る
へ
き
と
い
へ
り
（
松
永
本
『
花

鳥
徐
情
』
巻
二
十
七
、
宿
木
）

右
の
説
の
適
否
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
を
要
す
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
″
時
間
の
経
過
〟
を
表

〝
時
間
の
経
過
〟
を
表
す
「
オ
ク
ル
（
送
）
」
の
成
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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二
〇

す
「
オ
ク
ル
」
の
唯
一
の
用
例
の
存
す
る
箇
所
が
、
『
白
氏
文
集
』
の
一
節
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、

極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
違
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
の
出
自
は
、
中
国
の
漢
文
に
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
、
中
国
文
献
（
漢
文
乃
至
漢
文
訓
読
文
）
に
、
「
オ
ク
ル
」
と
訓
読
し
得
る
と
こ
ろ
の
〝
時
間
の
経
過
〟
を
表
す
「
送
」
字
が

（13）

見
出
さ
れ
る
か
否
か
を
調
査
す
る
こ
と
と
す
る
。

（14）

ま
ず
、
仏
書
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
伝
存
す
る
平
安
時
代
の
仏
書
訓
点
資
料
を
調
査
し
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
〝
時
間
の
経

過
″
を
表
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
「
送
（
オ
ク
ル
）
」
は
、
一
例
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
表
⑧
）

後

西 沙 太 法 東 玄 西 小

文
大 弥 子 華 大 突 大
寺 十 須 経 寺 法 寺 本
本 戒 陀 玄 蔵 市白

H
本 四 献申ヰ小l

威 撃 賛 十 表 最 分
呪
心
経

儀
経

経 輪
経

啓 勝
王
経

律
名

5 4 2 51 2
経
（フ
）

送
（ォ
ク
ル
）

合

計

石 1、ヽノ 前 興 高 龍 無 南
山 字 田 福 山 光 量 海
寺 文 本 寺 寺 院 義 寄
蔵
西

殊
儀

冥
報

本
意

蔵
大

蔵
法

経 ヨ
内

域
記

軌 記 恩
＿

日
経
疏

華
経

法
伝 伝

401 9 01 63 8 8 1 4

0



な
お
、
「
経
（
フ
）
」
に
つ
い
て
は
、
表
⑧
に
見
る
如
く
、
少
な
か
ら
ず
そ
の
使
用
例
を
見
出
し
得
た
の
で
あ
り
、
「
送
（
オ
ク
ル
）
」
が
見
出

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
偶
然
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

」
1

d
⑳
時
（
に
）
曹
婆
童
子
従
（
ひ
）
て
医
術
を
学
ブ
。
七
年
を
経
巳
（
り
）
て
、
自
（
ら
）
念
（
じ
）
て
言
（
は
く
）
、
（
小
川
本
『
願
経
四
分
律
』
平
安
極
初
期

点
、
甲
巻
、
⑳
1
3
）

（15）

次
に
、
漢
籍
の
う
ち
、
散
文
資
料
と
し
て
（
経
書
・
史
書
）
の
類
を
、
韻
文
資
料
と
し
て
（
漢
詩
・
唐
詩
）
の
類
を
調
査
し
て
み
た
。

そ

の
結
果
、
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
「
送
」
字
は
、
（
経
書
・
史
書
）
の
類
に
は
見
出
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
（
漢

詩
・
唐
詩
）
の
類
に
は
、
次
の
如
く
、
数
多
く
の
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

⑳
三
月
三
十
日
。
春
蹄
日
復
暮
。
憫
帳
間
二
春
風
べ
明
朝
應
レ
不
レ
住
。
薗
レ
春
曲
江
上
。
香
春
東
西
顧
。
（
『
白
楽
天
詩
集
』
巻
十
、
送
レ
春
）

⑳
職
散
優
聞
地
。
身
傭
老
大
時
。
謝
レ
春
唯
有
レ
酒
。
錆
レ
日
不
レ
過
レ
秦
。
藤
米
車
牙
相
。
園
読
鴨
脚
葵
。
飽
黎
仇
曇
起
。
飴
暇
弄
二
亀
鬼
可

摘
飢
甜
（
『
白
欒
天
詩
集
』
巷
十
六
、
官
舎
問
題
）

⑳
謝
レ
秋
千
里
腐
。
報
レ
瞑
一
聾
猿
。
巳
撃
煩
襟
関
り
仇
開
二
病
眼
昏
一
郡
中
登
眺
虞
。
無
レ
勝
二
此
東
野
。
（
『
白
楽
天
詩
後
集
』
巻
五
、
東
榎

南
望
八
韻
）

㊧
仙
家
日
月
本
長
閑
。
謝
レ
腺
迎
レ
春
亦
偶
然
。
翠
管
銀
嬰
侍
二
故
事
4
金
花
探
勝
作
二
新
年
ぺ
　
（
『
蘇
東
披
詩
集
』
巻
四
十
六
、
皇
太
后
閣
六
首
）

⑳
薄
紅
梅
色
冷
。

⑳
自
蔵
初
謝
節
。

⑳
華
表
迎
千
歳
。

⑳
牛
等
寒
箸
幕
。

⑳
野
酌
乱
無
巡
。

浅
緑
柳
軽
春
。

玄
律
始
迎
冬
。

幽
扁
璃
百
年
。

斜
開
暖
閤
門
。

邁
若
衆
薗
春
。

送
迎
交
両
節
。

林
枯
黄
葉
壷
。

濁
嵯
流
水
引
。

迎
冬
乗
薗
老
。

明
年
春
色
至
。

喧
寒
欒
一
辰
。

水
耗
緑
地
空
。

長
掩
伯
牙
弦
。

只
仰
酒
盈
尊
。

美
作
末
婦
人
。

（
高
宗
皇
帝
、
守
歳
）

（
李
晴
、
十
月
奉
数
作
）

（
騒
賓
王
、
欒
大
夫
挽
詞
五
首
）

（
白
居
易
、
早
寒
）

（
薙
裕
之
、
春
晦
送
客
一
作
二
月
晦
日
郊
外
送
客
）

〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
の
成
立
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

し
か
も
、
こ
れ
ら
は
、
「
送
」
字
そ
れ
自
体
が
〝
時
を
過
ご
す
″
と
い
っ
た
意
味
を
表
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
用
例
⑭
～
⑳

な
ど
に
見
る
如
く
、
〝
時
が
去
り
行
く
の
を
見
送
る
″
と
い
っ
た
比
喩
（
擬
人
法
）
的
な
意
味
で
、
″
時
間
の
経
過
″
を
表
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
『
康
配
筆
典
』
に
お
い
て
、
「
送
」
字
そ
れ
自
体
の
字
義
と
し
て
〝
時
間
の
経
過
″
に
関

わ
る
意
味
を
掲
出
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
首
肯
さ
れ
よ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

ニ

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

オ

ク

ル

　

　

　

　

　

　

ク

ル

　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

レ

ハ

⑳
〔
唐
韻
〓
集
韻
〕
〔
韻
合
〕
〔
正
韻
〕
辣
蘇
－
弄
切
。
音
転
。
〔
説
文
〕
遣
也
。
〔
詩
畢
風
〕
遠
準
享
野
べ
　
〔
祀
甲
祀
〕
便
－
老
婦
。

Y

ル

　

　

ニ

　

　

　

オ

ク

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

ル

ヲ

　

　

　

y

ル

ヲ

　

　

　

オ

ク

ル

ヲ

ヲ

フ

ト

則
必
拝
準
寺
門
－
外
べ
又
〔
埠
韻
〕
将
也
。
〔
儀
－
祀
聴
－
蔵
〕
窟
再
－
拝
稽
－
首
途
レ
幣
。
〔
又
〕
公
拝
送
適
又
〔
正
韻
〕
贈
レ
行
目
レ
送
。

テ

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

ノ

ヒ

ヒ

キ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

チ

シ

　

　

ヲ

　

ム

ヒ

テ

　

　

ナ

ラ

　

ツ

ク

　

ノ

〔
詩
秦
嵐
〕
我
準
一
塁
丁
氏
可
又
株
姦
窄
人
相
－
牽
－
引
也
。
〔
前
－
漢
食
売
子
志
〕
通
徹
二
諸
－
犯
ペ
令
二
相
】
引
数
1
千
人
】
。
名
二
株
－
送

ト

　

　

ツ

ル

ヲ

ス

　

ト

　

ル

ー

　

セ

ハ

　

フ

ノ

　

ノ

ト

ル

　

　

　

ハ

テ

ヲ

ヒ

ル

　

　

　

　

　

　

　

ム

カ

ヘ

テ

　

ル

徒
二
註
〕
先
至
者
夢
魁
－
株
べ
被
二
牽
－
引
一
者
。
謂
二
其
根
－
株
所
姦
也
。
又
目
l
送
以
レ
目
相
l
送
也
。
〔
左
－
俸
桓
元
－
年
〕
目
逆
　
而
送

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ

ツ

　

　

　

ス

ヲ

　

　

　

ハ

ク

ル

　

　

　

　

　

　

コ

、

ニ

　

ス

　

　

　

　

　

　

ヲ

ヒ

レ
之
。
〔
史
－
記
留
－
侯
世
－
家
〕
甲
人
趨
－
出
。
上
目
ニ
ー
送
之
ペ
又
縦
－
送
善
－
射
之
貌
。
〔
詩
鄭
－
風
〕
抑
縦
－
遠
忌
。
〔
朱
註
〕
舎
－
抜
目
レ

臥
。
覆
－
監
レ
。
〔
玉
篇
〕
籍
－
文
机
レ
鞋
　
　
　
　
　
　
　
（
『
謹
康
掌
典
』
巻
之
十
二
、
足
部
、
六
画
、
「
迭
」
字
の
項
）

以
上
の
こ
と
よ
り
、
我
が
国
に
お
け
る
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
は
、
中
国
の
韻
文
（
（
漢
詩
・
唐
詩
）
の
類
）
に
お
け
る
「
送
」

字
の
用
法
の
影
響
を
受
け
て
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

右
の
こ
と
は
、
ま
た
、
次
の
三
つ
の
事
例
妃
よ
っ
て
も
、
裏
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

1
、
先
掲
の
表
①
～
⑦
に
よ
れ
ば
、
我
が
国
に
お
け
る
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
は
、
漢
詩
文
に
最
も
多
く
の
用
例
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

2
、
我
が
国
に
お
い
て
九
世
紀
以
前
に
認
め
ら
れ
る
″
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
の
用
例
を
見
て
み
る
と
、
四
例
中
三
例
が
漢

詩
文
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（
表
①
～
⑦
参
照
）
。



3
、
今
、
我
が
国
に
お
け
る
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
が
目
的
語
に
と
る
語
句
を
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
毎
に
見
て
み
る
と
（
次
掲

の
表
⑨
～
⑮
参
照
）
、
漢
詩
文
の
場
合
、
他
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
比
べ
て
、
（
春
・
夏
・
秋
・
冬
）
の
類
と
（
世
・
代
・
人
生
）
の
類
と
が

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
中
国
の
（
漢
詩
・
唐
詩
）
の
類
に
見
出
し
得
た
〝
時
間
の
経
過
〟
を
表
す
「
オ

ク
ル
」
の
大
半
が
、
右
の
二
類
に
属
す
る
目
的
語
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
結
果
が
表
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

万 （上
代
歌
謡
）

（廟 懐 風 R
I

古 法 （金

石
文
）

文

献

名

葉 平
楽
遺
文
）

風 土 本 事 華
集 藻 記 書

紀
記 義

疏

夏
（1
）
。

〈
春
・夏
・秋
・冬
〉
の
類

日
（1
）。

〈年
・月
・日
〉
の
類

〈世
・代
・人
生
〉
の
類

〈
程
・頃
・
時
〉
の
類

〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
　
の
成
立
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
表
⑩
）
和
歌

新 千 詞 金 後 拾 後 古

文

献

名

古

A

載

和

花

和
葉
和

拾
遺

違

和

撰

和

今

和「
和 歌 歌 歌 口一木

っ
歌 歌 歌

歌
集

集 集 集 歌
集

集 集 集

秋

（1
）
。

〈春
・夏
・秋
・冬
〉
の
類

年
月

（1
）。

千
歳

（1
）
。

年
月
（1
－。

〈年
・月
・日
〉
の
類

〈世
・代
・人
生
〉
の
類

夜

（1
）
。

〈程
・頃
・時
〉
の
類

1 ′¢

（
表
㊥
）
物
語
・
日
記
・
随
筆

平 大 土 伊 竹

文

献

名

中 和 左 勢 取
物 物 日 物 物
重 重 記 五 五
口口 口P 口ロ 口口

〈春
・夏
・秋

・冬
〉
の
類

〈年
・月
・日
〉
の
類

〈世
・代
・人
生
〉
の
類

〈程
・頃
・時
〉
の
類

Jの
．



堤 大 栄 讃 狭 箋 浜 更 夜 紫 口末
っ

源 枕 落 宇 購 多
中 鏡 花 岐 衣 物 松 級 の 式 泉 氏 草 窪 津 輪 武
納
＿

物
語

典
侍
日
記

物
語

語 中
納
言
物
語

日
＿

寝 部 式
部
日
記

物
語

子 物
語

保 R
I

峯
言
物
語

記 覚 日
記

物
語

記 少
将
物
語

年
頃
（1
－
。

年
月
（1
）
。

日
（1
）。

1 1 P

″
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
の
成
立
に
つ
い
て

一

一

五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

と
り
か
へ
ば
や
物
語

（
表
⑫
）
古
記
録

御 巾′pロ
水 春 左 御 権 小 九 貞

文

献

名

二 記 左 記 経 堂 記 右 暦 信

条
師
道
記

記 記 関
自
記

記 公
記

春
秋

（1
）
。

〈春
・夏
・秋
・冬
〉
の
類

日
月

数
日

数
日
（

日
月
（

日
（

日 〈年
．

1
）0永
日
（1
）0数

（2
）
0～
日
（1
）。

（1
）。

（1
）。

1
）。

1
－。

月
・日
〉
の
類

〈世
・代
・人
生
〉
の
類

数
剋
（1
）。

〈程
・頃
・時
〉
の
類



釈 菅 東 高 ロイ弄
．氏 丞 山 山 泉

往 目士
仕1

往 寺 往
来 往

来
来 本

古
往
来

来

春
秋
〈1
）。

歳
華

日 歳
月
（

年
月（

1
）。

（1
）
。

1 （1
）0日
者
（1
）。

）。旬
月
（1
－。

‾
生
間

（1
）
。

夜

（1
）
。

後 拾 玉 法 R
I

将 続 浦

文

献

名

拾 造 造 華 本 日っJ
Rrl

浦 島
遺 往 小 験 往 記 島 子
往 生 町 記 生 子 伝
生
伝

伝 壮
衰
書

極
楽
記

伝

〈
春
・夏
・秋
・冬
〉
の
類

年
月
（

（1
）
。

年 年
序
（1
）0多
年
序
（2
－。

数
百
年
（1
）0年
月
（4
－。

旬
月
（1
）0日
（1
）。

余 数 万
〈年

（
（1
）
。

年
（

［口 歳 年
．1

）0
～
年

日
数
（
1
）。

4
）

1 （1 （1 月
。～
日
（2
）。

）0 ）0 ）
。歳
（1
）
。

8日
〉
の
類

余
生
（2
）0
余
算
〈1
）
。

生
死
海
涯
（1
）
。

．

世
（1
）
。
世
間
（1
）。

〈
世
・代
・人
生
〉
の
類

五
更
（1
）。

時
（1
）
0
多
時
（1
）
。

昼
夜
（1
）。

〈程
・頃
・時
〉
の
類

〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
の
成
立
に
つ
い
て

一

一

七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
表
⑯
）
漢
詩
文

本 朝 本 菅 菅 経 文 凌

文

献

名

朝 野 朝 家 家 国 華 雲
続 群 文 後 文 集 秀 新

文
粋

載 粋 集 草 麗
集

集

秋

（1

春

（1

（4
）
。

春
（2

春

（1
〈春

．）
0
千
秋

（1
）
。

）
0
春
秋

（1
）0
秋

千
秋

（1
）
。

）0秋
（1
）0冬
（1
）。

）
0

夏
・秋
・冬
〉
の
類

～
年
（3
）0
月

四
序
（1
）。

年
（

年歳

（
月R

H
R
I

～
年
（
1
）
。

〈年
・月
・日

1
）

（21
年
（

（1（3 （2
0
年
序
（1
）。多

）。
～
年

（4
）。

）0年
月

（5
）。

1
・）0歳

）0
数
月

）0 ）0

（1
（1
）0歳

（1
）。

〉
の
類

）0

余壮 余 余老 老 我
〈生年 生 生

（3
）

（1
）
。

（1
）
。

生 世

．（1
）

（1
）

（1
）

（1
）

代
．0

齢

（

0 0残
生

0残
生

0
老

（

人
生
〉

1
）
。

（1
）。

（1
－。

2
）
。

の
類

夜
（1
）。

夜
（1
）。

五
更

（2
）
。

〈程
・頃
・時
〉
の
類

（
注
記
）
一
、
右
の
四
類
に
分
類
し
き
れ
な
か
っ
た
目
的
語
と
し
て
は
、
「
炎
涼
〓
例
（
釈
氏
往
来
）
、
「
寒
襖
」
「
涼
煩
」
「
居
諸
」
各
一
例
（
本
朝
続
文
粋
）
、
が
あ
る
。

一
、
A
y
印
の
欄
に
示
し
た
数
値
は
、
目
的
語
が
明
示
さ
れ
な
い
用
例
の
数
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
我
が
国
に
お
け
る
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
は
、
中
国
の
韻
文
、
す
な
わ
ち
（
漢
詩
・
唐
詩
）

の
類
に
そ
の
出
自
が
求
め
ら
れ
、
漢
詩
文
の
世
界
を
通
し
て
我
が
国
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



四
、
ま
　
と
　
め

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
三
箇
条
に
整
理
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

l
、
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
（
送
）
」
は
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
は
通
例
見
出
し
難
く
、
平
安
時
代
に
お
い
て
も
和
文
資
料
に
は

な
お
見
出
し
難
い
こ
と
か
ら
、
本
来
の
大
和
言
葉
と
し
て
は
、
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
用
語
（
用
法
）
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

2
、
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
（
送
）
」
は
、
も
と
も
と
、
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
の
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
〝
時
を
過
ご
す
〟
と

い
う
意
味
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
〝
時
が
去
り
行
く
の
を
見
送
る
″
と
い
っ
た
よ
う
な
比
喩
（
擬
人
法
）
的
な
意
味
で
、

〝
時
間
の
経
過
″
を
表
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

3
、
中
国
の
（
漢
詩
・
唐
詩
）
の
類
に
は
、
2
の
よ
う
な
比
喩
（
擬
人
法
）
的
な
意
味
で
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
「
送
」

字
の
用
例
が
、
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
に
お
け
る
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
（
送
）
」
は
、
中
国
に
お

け
る
こ
う
い
っ
た
「
送
」
字
の
用
法
の
影
響
を
受
け
て
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
我
が
国
に
お
け
る
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
（
送
）
」
は
、
（
漢
詩
・
唐
詩
）
を
中
心
と
す
る
中
国
の
韻
文
資
料
に
お

（16）

け
る
「
送
」
字
の
用
法
の
影
響
を
受
け
て
、
〝
時
が
去
り
行
く
の
を
見
送
る
″
と
い
っ
た
よ
う
な
比
喩
（
擬
人
法
）
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
始
め
、

次
第
に
、
「
オ
ク
ル
（
送
）
」
と
い
う
動
詞
そ
れ
自
体
に
〝
時
を
過
ご
す
″
と
い
う
意
味
が
存
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
こ
と
を
簡
単
に
図
示
す
れ
ば
、
次
の
如
く
な
ろ
う
。

〔
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
（
送
）
」
の
成
立
過
程
〕

〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
の
成
立
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

〇
　
八
漢
詩
・
唐
詩
）
に
お
け
る
「
送
」
字
の
用
法

◎
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
用
法
の
成
立

＋

人
が
出
立
す
る
の
を
見
送
る

（
分
化
）

時
が
去
り
行
く
の
を
見
送
る

（
変
化
）

時
を
過
ご
す

〔
基
本
義
（
の
一
つ
）
〕

〔
基
本
義
に
基
づ
く
比
喩
的
用
法
〕

〔
派
生
義
〕

右
の
結
論
が
も
し
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
は
、
い
わ
ゆ
る
漢
文
訓
読
語
に
属
す
る
用
語
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。
尤
も
、
「
オ
ク
ル
」
　
と
い
う
語
形
の
み
に
注
目
す
れ
ば
、

⑳
こ
と
ゝ
あ
か
く
な
れ
は
さ
う
し
く
ち
ま
て
副
引
引
給
ふ
（
『
源
氏
物
語
』
は
ゝ
き
木
、
七
二
⑩
）

ふ

ね

く

る

ま

　

　

　

　

わ

た

　

　

　

　

　

き

し

く

る

ま

ひ

き

た

　

　

封

O

l

l

l

l

　

き

　

ひ

と

ぴ

と

　

　

　

み

な

か

へ

⑳
つ
と
め
て
船
に
車
か
き
す
ゑ
て
渡
し
て
、
あ
な
た
の
岸
に
車
引
立
て
て
、
送
り
に
釆
つ
る
人
々
こ
れ
よ
り
皆
締
り
ぬ
。
（
『
更
級
日
記
』
1
0
）

の
如
く
、
和
文
に
お
い
て
も
一
般
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
漢
文
訓
読
語
に
関
す
る
研
究
に
お
い

て
は
、
別
段
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
語
は
、
形
態
と
意
味
と
に
よ
っ
て

成
り
立
つ
所
の
存
在
で
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
一
方
が
異
な
れ
ば
、
厳
密
に
は
、
別
語
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
考
え
方
に
従
え
ば
、
「
オ
ク
ル
」
と
い
う
動
詞
に
つ
い
て
も
、
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
漢
文
訓
読
語
と
認
め
ら

れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
、
漢
文
訓
読
語
、
和
文
語
、
記
録
語
と
い
っ
た
位
相
に
よ
る
語
彙
の
相
違
の
問
題
を
扱
う
際
に
は
、
語
形
の
み
な
ら

ず
、
意
味
・
用
法
、
も
し
く
は
、
共
起
す
る
語
（
動
詞
の
場
合
な
ら
、
主
語
や
目
的
語
）
と
の
関
係
を
も
視
野
に
入
れ
て
論
ず
る
必
要
が
あ
る
の

（17）

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
（
送
）
」
と
い
う
動
詞
を
取
り
上
げ
、
そ
の
原
義
と
出
自
と
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ



っ
て
、
そ
の
成
立
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
検
討
結
果
か
ら
、
語
の
意
味
・
用
法
と
言
語
の
位
相
と
の
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
も
、

い
さ
さ
か
論
及
し
た
。

な
お
、
「
フ
　
（
経
）
」
や
「
ス
グ
ス
　
（
過
）
」
と
い
っ
た
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
他
の
類
義
動
詞
と
の
関
係
等
、
残
さ
れ
た
問
題
点
も
少
な

く
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
、
す
べ
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注

（
1
）
　
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
古
典
保
存
会
編
（
真
福
寺
本
）
、
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
編
（
楊
守
敬
旧
蔵
本
）
　
の
影
印
本
を
用
い
た
。

（
2
）
　
こ
こ
で
言
う
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
フ
（
経
）
」
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
と
は
、
「
年
」
「
春
」
「
剋
」
と
い
っ
た
よ
う
な
あ
る
時
間
的
幅
を
表
す
名

詞
を
目
的
語
に
と
り
、
そ
れ
が
〝
移
り
行
く
″
ぁ
る
い
は
〝
過
ぎ
去
る
″
　
こ
と
を
表
す
も
の
を
指
す
。

（
3
）
　
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
汲
古
書
院
刊
行
の
影
印
本
（
延
慶
本
）
　
と
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
覚
一
本
）
　
と
を
用
い
た
。

（
4
）
　
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
『
今
昔
物
語
集
』
）
　
と
、
日
本
歌
学
大
系
本
（
『
俊
頼
髄
脳
』
）
　
と
を
用
い
た
。

（
5
）
　
テ
キ
ス
ト
は
、
汲
古
書
院
刊
行
の
影
印
本
　
（
久
遠
寺
蔵
本
）
　
を
用
い
た
。

（
6
）
　
テ
キ
ス
ト
は
、
以
下
の
も
の
を
用
い
た
。

〔
奈
良
時
代
語
文
献
〕
　
○
金
石
文
　
－
　
勉
誠
社
文
庫
1
『
古
京
遺
文
』
　
（
昭
輿
勉
誠
社
）
　
○
法
華
義
疏
　
－
　
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研

究
（
訳
文
篇
）
』
　
（
昭
2
9
、
勉
誠
社
）
　
○
古
事
記
l
口
同
木
市
之
助
・
富
山
民
蔵
『
古
事
記
大
成
（
索
引
篇
）
』
　
（
昭
3
3
、
平
凡
社
）
　
○
日
本
書
紀
　
－

中
村
啓
信
『
日
本
書
紀
総
索
引
（
漢
字
語
彙
篇
）
』
　
（
昭
3
9
～
4
3
、
角
川
書
店
）
　
○
風
土
記
・
懐
風
藻
　
－
　
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
2
・
6
9
0
寧
楽

遺
文
　
－
　
竹
内
埋
三
『
寧
楽
遺
文
』
　
（
昭
3
7
、
東
京
堂
出
版
）
　
○
上
代
歌
謡
・
万
葉
集
　
－
　
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
3
・
4
～
7

〔
平
安
時
代
語
文
献
〕
《
和
歌
》
　
○
古
今
和
歌
集
・
後
撰
和
歌
集
・
拾
遺
和
歌
集
・
後
拾
遺
和
歌
集
・
金
葉
和
歌
集
・
詞
花
和
歌
集
・
千
載
和
歌
集
・

新
古
今
和
歌
集
－
新
編
国
歌
大
観
第
一
巻
、
勅
撰
集
編
兵
物
語
・
日
記
・
随
筆
》
。
竹
取
物
語
－
上
坂
信
男
『
軌
酔
竹
取
翁
物
語
語
彙
索
引
（
本

文
編
）
』
　
（
昭
5
5
、
笠
間
書
院
）
　
○
土
左
日
記
　
－
　
小
久
保
崇
明
・
山
田
螢
徹
『
土
左
日
記
本
文
及
び
語
彙
索
引
』
　
（
昭
5
6
、
笠
間
書
院
）
　
○
平
中
物

語
　
－
　
曽
田
文
雄
『
「
平
中
物
語
」
研
究
と
索
引
』
　
（
昭
6
0
、
渓
水
社
）
○
多
武
峯
少
将
物
語
　
－
　
小
久
保
崇
明
『
多
武
峯
少
将
物
語
本
文
及
び
総
索

引
』
（
昭
翼
笠
間
書
院
）
。
晴
蛤
日
記
－
佐
伯
梅
友
・
伊
牟
田
経
久
『
許
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
（
本
文
篇
）
』
（
昭
輿
風
間
書
房
）
。
幸
津

保
物
語
　
－
　
宇
津
保
物
語
研
究
会
『
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
（
本
文
編
）
』
　
（
昭
4
8
、
笠
間
書
院
）
○
枕
草
子
　
－
　
田
中
重
太
郎
『
校
本
枕
冊
子
（
上

″
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
　
の
成
立
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二

巻
・
下
巻
）
』
（
昭
坤
∵
輿
古
典
文
庫
）
　
○
源
氏
物
語
　
－
　
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
第
一
～
三
巻
（
校
異
篇
）
』
（
昭
2
8
～
輿
中
央
公
論
社
）

○
和
泉
式
部
日
記
　
－
　
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
『
和
泉
式
部
日
記
総
索
引
（
本
文
篇
）
』
（
昭
輿
武
蔵
野
書
院
）
　
○
紫
式
部
日
記
　
－
　
岩

波
文
庫
腫
『
紫
式
部
日
記
』
（
昭
5
、
岩
波
書
店
）
　
○
更
級
日
記
　
－
　
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
『
更
級
日
記
総
索
引
（
本
文
篇
）
』
（
昭
輿

武
蔵
野
書
院
）
　
○
豊
物
語
－
　
小
久
保
崇
明
『
茎
物
語
校
本
及
び
総
索
引
』
（
昭
輿
笠
間
書
院
）
　
○
讃
岐
典
侍
日
記
　
－
　
今
小
路
覚
瑞
・
三
谷
幸

子
『
校
本
讃
岐
典
侍
日
記
』
（
昭
輿
初
音
書
房
）
　
○
大
錬
　
－
　
秋
葉
安
太
郎
『
大
鏡
の
研
究
（
本
文
篇
）
』
（
昭
輿
桜
楓
社
出
版
）
　
○
と
り
か
へ

ば
や
物
語
　
－
　
鈴
木
弘
道
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
の
研
究
（
校
注
編
）
』
（
昭
輿
笠
間
書
院
）
　
○
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
・
落
窪
物
語
・
夜
の
寝
覚
・

浜
松
中
納
言
物
語
・
狭
衣
物
語
・
栄
花
物
語
・
堤
中
納
言
物
語
　
－
　
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
《
古
記
録
》
○
貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
・
御
堂

関
白
記
・
御
二
条
師
通
記
　
－
　
大
日
本
古
記
録
○
権
記
・
左
経
記
・
春
記
・
水
左
記
・
帥
記
　
－
　
史
料
大
成
《
古
往
来
》
○
雲
州
往
来
　
－
　
三
保
忠

夫
・
三
保
サ
ト
子
『
雲
州
往
来
享
禄
本
研
究
と
総
索
引
（
本
文
・
研
究
篇
）
』
　
（
昭
即
、
和
泉
書
院
）
　
○
和
泉
往
来
　
－
　
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢

書
2
8
『
和
泉
往
来
（
高
野
山
西
南
院
蔵
）
』
（
昭
輿
臨
川
書
店
）
○
高
山
寺
本
古
往
来
　
－
　
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白

集
』
（
昭
翼
東
京
大
学
出
版
会
）
　
○
東
山
往
来
・
菅
丞
相
往
来
・
釈
氏
往
来
　
－
　
日
本
教
科
書
大
系
第
二
二
巻
、
古
往
来
0
日
《
伝
記
》
○
浦

島
子
伝
・
続
浦
島
子
伝
　
－
　
重
松
明
久
（
古
典
文
庫
5
5
）
『
浦
島
子
伝
』
（
昭
輿
現
代
思
潮
社
）
　
○
将
門
記
（
真
福
寺
本
）
　
－
　
注
（
1
）
文
献
○
日

本
往
生
極
楽
記
・
法
華
験
記
・
拾
遺
往
生
伝
・
後
拾
遺
往
生
伝
　
－
　
岩
波
日
本
思
想
大
系
7
0
玉
造
小
町
壮
衰
書
（
東
京
大
学
本
）
　
－
　
山
内
潤
三
・

木
村
局
・
栃
尾
武
『
玉
造
小
町
壮
衰
書
』
（
昭
輿
笠
間
書
院
）
《
漢
詩
文
》
○
凌
雲
新
集
・
経
国
集
　
－
　
群
書
類
従
8
0
文
華
秀
麗
集
・
菅
家
文
革
・

菅
家
後
集
－
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
の
↓
7
2
0
本
朝
文
粋
（
久
遠
寺
蔵
本
）
　
－
注
（
5
）
文
献
。
朝
野
群
載
・
本
朝
続
文
粋
－
噺
紺
国
史

大
系
第
2
9
巻
上
・
下

な
お
、
用
例
を
検
索
す
る
際
、
索
引
の
存
す
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
利
用
し
た
。

（
7
）
　
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
、
三
巻
本
『
色
菓
芋
類
抄
』
に
よ
れ
ば
、
「
経
」
「
歴
」
「
蓬
」
の
諸
字
に
は
「
フ
」
訓
は
あ
る
が
「
オ
ク
ル
」
訓
は
な

く
、
一
方
の
「
送
」
字
に
は
「
オ
ク
ル
」
訓
は
あ
る
が
「
フ
」
訓
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
を
「
フ
」
の
表
記
漢
字
、
後
者
を
「
オ
ク
ル
」
の

表
記
漢
字
と
認
め
て
、
以
下
の
論
を
進
め
た
。

（
8
）
　
『
枕
草
子
』
に
お
け
る
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
と
見
ら
れ
る
「
オ
ク
ル
」
の
一
例
と
は
、
次
の
用
例
で
あ
る
。

⑳
も
ろ
こ
し
の
御
門
此
囲
の
み
か
と
を
い
か
て
は
か
り
て
此
囲
打
と
ら
ん
と
て
つ
ね
に
心
み
あ
ら
か
ひ
を
し
て
副
封
給
け
る
に
（
能
因
本
『
枕
草

子
』
第
二
二
五
段
「
杜
は
」
）

田
中
重
太
郎
『
校
本
枕
冊
子
（
上
巻
・
下
巻
）
』
（
昭
軍
∴
輿
古
典
文
庫
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
を
く
り
」
の
部
分
は
、
三
巻
本
で
は
「
を
そ
り
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
文
脈
は
、
″
唐
土
の
帝
が
、
こ
の
日
本
の
国
の
帝
を
何
と
か
だ
ま
し
て
こ
の
国
を
討
ち
取
ろ
う
と
思
っ
て
、
い
つ
も
、
知



恵
試
し
を
し
掛
け
事
を
し
て
「
を
く
り
／
を
そ
り
」
な
さ
る
の
で
あ
る
が
″
の
如
く
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
「
を
そ
り
（
恐
）
」
で
あ
る
と

す
る
の
は
、
そ
の
主
体
が
日
本
を
征
服
し
ょ
う
と
考
え
て
い
る
唐
土
の
帝
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
も
し
仮
り
に
、
「
を

く
り
（
送
）
」
の
方
が
正
し
い
形
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
解
釈
に
は
、
少
な
く
と
も
次
の
二
つ
の
考
え
方
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

1
、
（
知
恵
試
し
や
掛
け
事
を
持
ち
か
け
て
日
々
を
）
過
ご
す
。

2
、
（
知
恵
試
し
や
掛
け
事
を
す
る
た
め
の
難
題
を
）
寄
越
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
の
用
例
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
9
）
　
例
え
ば
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
　
の
用
例
は
、
次
の
例
で
あ
る
。

㊧
奉
別
以
来
、
線
数
日
、
懸
念
堪
多
、
但
然
嘗
此
節
、
揖
玉
鉢
耶
可
、
但
下
民
僧
正
美
者
、
蒙
恩
光
親
日
如
常
、
但
頗
云
、
可
目
玉
面
参
向
奉
仕
耶
、

（
『
寧
楽
遺
文
』
僧
正
美
状
、
天
平
賛
字
六
年
間
十
二
月
二
日
）

こ
の
用
例
の
場
合
、
比
喩
（
擬
人
法
）
的
な
意
味
で
用
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
徴
憑
は
、
特
に
認
め
ら
れ
な
い
が
、
逆
に
、
「
オ
ク
ル
」
自
体
が
〝
時

を
過
ご
す
″
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
示
す
手
懸
り
も
、
こ
れ
と
い
っ
て
認
め
ら
れ
な
い
。
結
局
、
こ
の
よ
う
な
例
（
ほ
と
ん

ど
の
用
例
が
そ
う
で
あ
る
が
）
　
は
、
判
別
不
能
の
用
例
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
第
一
～
三
巻
（
校
異
篇
）
』
　
（
昭
2
8
～
輿
中
央
公
論
社
）
、
日
本
古
典
文
学
大
系
1
4
～
1
8
『
源
氏
物
語
一
～
五
』
　
（
昭

3
3
～
3
8
、
岩
波
書
店
）
　
に
よ
れ
ば
、
異
同
な
し
。

（
1
1
）
　
テ
キ
ス
ト
は
、
源
氏
物
語
古
注
集
成
1
『
松
永
本
花
鳥
鈴
情
』
　
（
昭
輿
桜
楓
社
）
を
用
い
た
。

（
望
　
こ
の
箇
所
は
、
『
白
氏
文
集
』
巻
第
十
六
の
「
官
舎
閑
題
」
と
題
す
る
詩
の
一
節
で
あ
っ
て
、
そ
の
全
文
は
、
小
論
中
に
用
例
⑳
と
し
て
示
し
た

通
り
で
あ
る
。

今
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
送
春
」
部
分
に
つ
い
て
、
白
居
易
著
・
朱
金
城
箋
校
『
白
居
易
集
箋
校
（
一
～
六
）
』
　
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
を
検
す
る
に
、

異
同
な
し
。

（
u
）
．
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
、
三
巻
本
『
色
葉
芋
類
抄
』
に
よ
れ
ば
、
「
オ
ク
ル
」
と
訓
読
し
得
る
漢
字
は
、
「
送
」
字
以
外
に
も
数
多
く
存
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
我
が
国
に
お
け
る
〝
時
間
の
経
過
〟
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
は
、
今
回
調
査
し
た
限
り
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
「
送
」
字
で
表

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
出
自
を
求
め
る
に
際
し
て
も
、
ま
ず
は
、
「
送
」
字
に
注
目
し
て
調
査
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
1
4
）
　
本
文
は
、
以
下
の
も
の
を
用
い
た
。

○
小
川
本
願
経
四
分
律
－
　
大
坪
併
治
「
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
9
輯
、
昭
軍
1
）
○
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王

〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
の
成
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四

経
　
－
　
春
日
政
治
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
（
昭
輿
勉
誠
社
）
○
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
芙
法
師
表
啓
　
－
　
築
島

裕
「
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
芙
法
師
表
啓
古
点
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
4
韓
、
昭
甲
5
）
○
東
大
寺
蔵
地
蔵
十
輪
経
・
石
山
寺
本
法
華
経
玄

賛
・
石
山
寺
蔵
入
唐
西
域
記
－
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
（
訳
文
篇
）
』
（
昭
輿
勉
誠
社
）
○
石
山
寺
蔵
彿
説
太
子
須
陀
肇
経
－

小
林
芳
規
・
松
本
光
隆
・
鈴
木
恵
「
石
山
寺
蔵
備
説
太
子
須
陀
撃
経
平
安
中
期
点
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
7
1
・
7
2
輯
合
併
号
、
昭
5
9
・
5
）
○

石
山
寺
蔵
沙
弥
十
戒
威
儀
経
－
小
林
芳
規
『
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
』
（
昭
輿
汲
古
書
院
）
○
西
大
寺
本
不
空
清
索
神
呪
心
経
－
小
林

芳
規
「
西
大
寺
本
不
空
謂
索
神
呪
心
経
寛
徳
点
の
研
究
－
釈
文
と
索
引
－
」
（
『
国
語
学
』
3
3
集
、
昭
3
3
・
6
）
○
天
理
大
学
図
書
館
・
国
立
京

都
博
物
館
蔵
南
海
寄
帰
内
法
伝
・
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
－
大
坪
併
治
『
訓
点
資
料
の
研
究
』
（
昭
翼
風
間
書
房
）
○
兜
木
正
亨
師
蔵
無
量
義

経
　
－
　
兜
木
正
亨
・
中
田
祝
夫
『
無
量
義
経
古
点
』
（
昭
輿
勉
誠
社
）
　
○
高
山
寺
蔵
大
耽
慮
連
邦
成
仏
経
疏
　
－
　
高
山
寺
資
料
叢
書
『
高
山
寺
古

訓
点
資
料
第
三
』
（
昭
輿
東
京
大
学
出
版
会
）
○
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
－
築
島
裕
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国

語
学
的
研
究
玩
文
篇
）
』
（
昭
4
0
、
東
京
大
学
出
版
会
）
○
前
田
本
冥
報
記
－
尊
経
閣
草
刊
『
冥
報
記
』
（
昭
堕
前
田
育
徳
財
団
）
○
広
島
大

学
蔵
八
字
文
殊
儀
軌
－
井
上
親
雄
「
広
島
大
学
蔵
八
字
文
殊
儀
軌
古
点
－
本
文
・
校
異
・
訳
文
－
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
3
9
韓
、
昭
撃

1
0
）

（
1
5
）
　
資
料
に
は
、
以
下
の
も
の
を
用
い
た
。

（
経
書
・
史
書
）
○
周
易
・
尚
書
・
毛
詩
・
周
礼
・
儀
礼
・
礼
記
・
春
秋
左
伝
・
春
秋
公
羊
伝
・
春
秋
穀
梁
伝
・
論
語
・
孝
経
・
爾
雅
・
孟
子
　
－

重
莱
宋
本
『
十
三
経
注
疏
』
（
芸
文
印
書
館
印
行
）
　
○
漢
書
・
後
漢
書
・
史
記
－
和
刻
本
正
史
（
汲
古
書
院
）
（
漢
詩
・
唐
詩
）
○
佐
久
節
『
漢
詩

大
観
（
一
～
八
）
』
（
昭
堕
井
田
書
店
）
　
○
彰
定
求
等
奉
勅
撰
『
全
唐
詩
（
一
～
十
二
）
』
（
中
華
書
局
）

（
埜
　
こ
の
よ
う
な
意
味
変
化
は
、
国
広
哲
弥
『
意
味
論
の
方
法
』
（
昭
冥
大
修
館
書
店
）
に
説
か
れ
る
「
比
喩
的
転
用
」
の
「
基
本
的
比
喩
」
に
相

当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
基
本
的
比
喩
」
に
つ
い
て
は
、
上
掲
書
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

○
基
本
的
比
喩
は
た
と
え
ば
英
語
の
動
詞
妊
r
i
k
2
－
の
（
打
撃
を
与
え
る
）
か
ら
（
印
象
を
与
え
る
）
が
生
じ
る
場
合
で
あ
る
。
（
打
撃
を
与
え
る
）

の
最
上
位
に
は
（
物
理
的
出
来
事
）
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
（
心
理
的
出
来
事
）
が
は
い
り
、
残
り
の
共
通

部
分
は
（
衝
撃
を
与
え
る
）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
第
3
章
多
義
と
同
音
異
義
、
4
多
義
の
意
味
関
係
、
1
1
9
頁
）

右
の
説
明
を
「
オ
ク
ル
（
送
）
」
の
場
合
に
当
て
は
め
て
考
え
る
な
ら
ば
、
次
の
如
く
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
共
通
部
分
と
し
て
（
去
り
行
く
も
の

を
見
送
る
）
と
い
っ
た
意
義
特
徴
が
存
し
、
最
上
位
に
あ
る
へ
人
物
に
対
す
る
作
用
）
が
、
（
抽
象
概
念
（
時
間
）
に
対
す
る
作
用
）
に
置
き
換
え

ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
″
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
」
が
生
じ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
1
7
）
　
語
形
自
体
は
和
文
と
漢
文
訓
読
文
と
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
意
味
・
用
法
に
差
異
の
認
め
ら
れ
る
場
合
が
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て



は
、
す
で
に
、
次
掲
の
先
学
等
に
お
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

大
野
晋
「
現
時
点
か
ら
見
た
源
氏
物
語
注
釈
の
問
題
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
別
冊
「
源
氏
物
語
を
ど
う
読
む
か
」
昭
牢
4
）
。
西
田
隆
政
「
漢

文
訓
読
と
中
古
国
語
－
「
か
う
ぶ
る
」
と
「
か
づ
く
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
7
8
韓
、
昭
鑓
・
1
0
）
。
同
「
中
古
国
語
の
訓
読
表
現
－

－
「
に
ち
か
し
」
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
－
」
　
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
8
1
韓
、
昭
6
3
・
1
1
）

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
第
十
六
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
で
の
口
頭
発
表
を
基
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
の
席
上
で

は
、
小
林
芳
規
先
生
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
ま
た
、
稿
を
成
す
に
当
た
っ
て
は
、
小
林
芳
規
先
生
、
山
本
真
吾
氏
に
懇
切
な
御
指
導
を

賜
わ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

〝
時
間
の
経
過
″
を
表
す
「
オ
ク
ル
　
（
送
）
」
の
成
立
に
つ
い
て




